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この建物は、東洋紡績株式会社が
国内に建築した工場の中でも最大規
模を誇った富田工場の倉庫でした。
東洋紡績株式会社は、「日本近代経済
社会の父」と呼ばれた渋沢栄一の斡
旋によって、四郷地区室山の事業家
伊藤伝七が創設した三重紡績株式会
社と大阪紡績株式会社が、1914（大
正３）年に合併してできた会社です。
原綿倉庫は、材料の原綿を保管し
た倉庫で、1919（大正８）年の建築
です。外観は倉庫５棟を連ねたよう

な形状で、レンガ造り平屋建、約
55×20ｍ、建築面積約1,072㎡の規
模を有します。屋根は当初は桟瓦葺、

さんがわら

後にはセメント瓦葺となります。内
部の小屋組みは、以前は三角形を単
位とした木造トラスによって、現在
は鉄骨によって補強されています。
2000（平成12）年に国の登録有

形文化財（建造物）になり、2007
（平成19）年には経済産業省の「近
代化産業遺産群33」の「『東洋のマ
ンチェスター』大阪と西日本各地に
おける綿産業発展の歩みを物語る近
代化産業遺産群」を構成する遺産の

ひとつに認定され、日本の近代紡績
産業の発展を今に伝えています。

市内の文化財などをたどりながら、郷土の歴史を紹介するコーナーです。
今回紹介するのは、富洲原地区にある国登録有形文化財（建造物）「旧東

洋紡績株式会社富田工場原綿倉庫」です。
げん めん

社会教育課
（緯354－8240 胃354－8308）

問い合わせ先

旧東洋紡績株式会社富田工場原綿倉庫
（現在は、レンガ造りレストランとして、ショッピング

センターの一角を形成しています）

あなたの大好きな四日市の写真を募集！
ご応募は、住所、名前、電話番号、コメントとともに、メー
ルか郵送、直接、〒510−8601 広報広聴課（市役所８階
緯354−8244 胃354−3974 糸ｋｏｕｈｏｕｋｏｕｃｈｏｕ＠
ｃｉｔｙ.ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ）へ送ってください。選定の上、広
報よっかいちで掲載します。

葛葛小古曽二丁目にお住まいの浅香晋さんからの投稿
すすむ

ご自宅の近くから眺めた朝焼けです。早朝、仕事からの帰
り道、とてもきれいだったので、帰宅後すぐに撮られたそ
うです。

葛葛浜田町にお住まいの荻原泰年さんからの投稿
「東京から単身赴任で四日市に来ています。公園の紅葉を
見て心から慰められました。ありがとうございます」とい
うコメントをいただきました。（中央緑地にて）

市民の皆さんから市内のすてきな風景や、その風景を
バックにしたちょっとお茶目なお子さんの写真を寄せ
ていただくコーナーです。今回はどんな写真かな？
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富田地区には、200年を超える歴史と伝統を誇るまつりがあります。１月に行われる「どんど」と８月に行われる国指定重
要無形民俗文化財の「鯨船行事」です。今回は富田の冬の風物詩である「どんど」と近年恒例イベントとなった富双緑地の
「連凧揚げ」を紹介します。

れんだこ

富田地区市民センター内
団体事務局

（緯/胃366－1513）

問い合わせ先

市内各地区の自慢や話題を紹介していただきます。

どんど（東富田町） 立ち上る炎は迫力満点！
富田地区の「どんど」は、各町それ
ぞれの神社の境内などで行われてい
ますが、中でも圧巻なのは、東富田町
で行われている「どんど」です。国道
23号沿い（西側）の、南北600メート
ルにわたる浜の広場に15基もの「どん
ど」を立てて、日没後の18：00ごろか
ら順番に点火します。「どんど」の高さは約７ｍ、炎の高さは、およそ15ｍ以上
に上り、暗闇の中で15基の「どんど」の燃えるさまは、一見の価値があります。
「どんど」ができるまで
この「どんど」は稲わらと竹から組み上げていて、稲わらは富田地区の農家か
ら、竹は下野地区の竹山から調達しています。竹は総本数で約300本を確保しま
す。「どんど」は燃やす当日に町内総出で組み上げ、日没後の点火を待ちます。
町内によっては、甘酒やぜんざいをふるまったり、お守りの札を配ったりして、た
くさんの人に来ていただけるように工夫しています。

今年は１月12日（土）に開催！
「どんど」の開催にあたっては、高齢
化と後継者不足により、スタッフの確
保に悩んでいますが、今年も地元住民
みんなで「どんど」を盛り上げようと
頑張っています。
時間：18：00ごろから
場所：国道23号沿い（西側）の浜の広

場（東富田町）

一昨年の様子 燃え上がる「どんど」

昨年の様子 燃やす前の「どんど」

子どもたちが描いた100枚もの連凧が青空に舞う（富田地区連合自治会）
冬休みのたこ作り教室やたこ揚げ大会は子どもたちに、たこ揚げの楽しさを経

験してもらおうと、もともと自治会行事として実施していました。100枚以上の
たこが連なった連凧を作ることになったきっかけは４年前の市制111周年記念
事業です。111周年記念事業では、地元の小学１年生全員と幼稚園、保育園の園

児に一人一枚ずつ絵を描いてもらい、地域の協
力で、111枚の連凧２組を仕立てました。現在
は小学１年生が描いた連凧を揚げる恒例行事に
なっています。
１月20日（日）に連凧が青空に舞います！
今年のたこ揚げ大会は１月20日（日）13：30から四日市花火大会の会場となる
富双緑地の芝生広場で行います。110枚以上の連凧７本が大空を舞うことになっ
ています。150ｍ程の長さの連凧が何本も揚がっている景色は実に壮観です。こ
れが富田だけでなく四日市の名物になったら…と、夢見ています。たこ作り教室の様子（昨年の模様）

くうちゃん（北星高校の生徒がデザインした富田地区のマスコットキャラクター）

富田地区公式ホームページ、「富田の祭り」の中の「どんど祭り」（ｈｔｔｐ://
ｗｗｗ.ｔｏｍｉｄａ.ｎｅｔ/ｍａｔｕｒｉ/ｄｏｎｄｏｔｏｐ.ｈｔｍｌ）もご覧ください

連凧を揚げる様子（昨年の模様）




